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ドナー登録者30万人をめざして！ 
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平成１７年度茨城県骨髄バンクドナー登録会総括 

  多くの皆様のご協力を頂きながら登録会回数３０回！ 
        登録会での登録者数は４８３名に！ 

平成１７年度の登録会が終了し、登録者総数では２度の新記録を樹立しながら昨年度より大幅アップの 

４８３名となりました。ご協力いただいた県薬務課、各保健所、血液センター、献血主催団体の関係され 

た全ての方々に心より感謝し、厚く御礼申し上げます。 

N

O 

月 日 曜

日 

会  場  名 担当  

保健所 

地区普及

広報委員 

登録推

進委員 

説明員および参加者 登録者

数 

献血

者数 

登録

率％ 

1 5 15 日 つくばフェスティバル 

（つくば献血ルーム） 

 

つくば 

 

福間 

 

伊藤 

牛島、細谷夫妻、小田倉、川井 

佐藤、野沢、和田、湯本、植村 

福間（明） 

４２ 
 

８２ ５１．２% 

2 7 22 金 

 

筑西市役所 筑西 細谷 ― 川井、野沢、細谷（み） ３ ７８ ３．８% 

3  28 

 

木 常陸大宮市役所 常陸 

大宮 

細谷 泉田 川井、野沢 １８ ６８ ２６．５% 

4 8 4 木 日立電線日高工場 日立 牛島 五反田 川井、磯貝 １６ １００ １６．０% 

5  5 金 三和町商工会館 

カスミ三和店 

古河 小田倉 伊藤 福間明子 ６ ４９ １２．２% 

6  12 金 伊勢甚友部スクエア 水戸 山﨑 泉田 福間、川井、野沢 １１ ５６ １９．６% 

7  23 火 日製オートモティブシ

ステム 

ひたち

なか 

細谷 仲田 福間、川井、野沢 ２５ １０４ ２４．０% 

8  27 土 まつりつくば つくば 福間 伊藤 小田倉、川井、 野沢、植村 ２６ ８４ ３１．０% 

9  28 日 まつりつくば つくば 福間 伊藤 小田倉、細谷、川井、 野沢 

植村、伊井詩織、福間明子 
１９ ９１ ２０．９% 

10 9 4 日 ラブスクエアインつち

うら 

土浦 小田倉 ― 福間、野沢、植村、和田、山﨑

（晃）川井、細谷、鈴木 
２５ ６２ ４０．３% 

11  5 月 ペイシア玉造 鉾田 小田倉 仲田 福間、川井、和田 １６ ５５ ２９．１% 

12  6 火 航空自衛隊百里基地 水戸 山﨑 泉田 福間、川井、野沢 ４９ １５６ ３１．４% 

13  13 火 ジョイフル本田荒川沖 土浦 小田倉 伊藤 福間究、野沢、鈴木由美子、山

崎晃子、山崎揚久小田倉 
１２ ５６ ２１．４% 

14 10 7 金 水海道市民会館 水海道 福間 ― 川井、野沢、和田、福間夫妻 １５ １２２ １２．３% 

15  12 水 核燃料サイクル開発

機構 

ひたち

なか 

細谷 仲田 山﨑夫妻、福間、川井。小田倉 

佐藤（恵）、植村、和田 
３２ 
 

１５２ ２１．１% 
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16 10 26 水 流通経済大学 龍ヶ崎 牛島 伊藤 福間、野沢、鈴木由美子、高橋 ８ ５６ １４．３% 

 

17 

  

30 

 

日 

 

ひたちなかテクノセン

ター 

 

ひたち

なか 

 

細谷 

 

五反田 

山﨑夫妻・小田倉・細谷（み）・

福間・貫井・稲葉・望月・植村・

湯本・和田・林・大石・武田・牛

島 

１７ ６７ ２５．４% 

 

18 

 
11 

 

12 

 

土 

 

県民まつり 

 

つくば 

 

福間 

  

 ― 

川井・野沢・小田倉・稲葉・望

月・横田・湯本・和田・大石・武

田・牛島 

７ ５２ １３．５% 

19  13 日 県民まつり つくば 福間  ― 川井・小田倉・細谷夫妻・佐藤・

鈴木・林・植村＆友人・野沢・湯

本・和田 

１１ ４８ ２２．９% 

20  25 金 県立医療大学 土浦 小田倉 伊藤 福間、野沢、鈴木、大石 １５ ４７ ３１．９% 

21  29 火 三菱化学 潮来 牛島  ―  ― ２４ ３９ ６１．５% 

22 1 5 木 ジョイフル本田古河 古河 小田倉  ― 細谷、川井、野沢 １４ ６３ ２２．２% 

23  30 月 住友金属工業鹿島 潮来 牛島  ―  ― ５ ４３ １１．６% 

24 2 2 木 山新グランドステージ 水戸 山﨑 泉田 川井、野沢、林 ８ ８４ ９．５% 

25  3 金 ＮＥＣコンピュータテク

ノ 

筑西 細谷  ― 川井、野沢 ８ ５４ １４．８% 

26  10 金 守谷市役所 龍ヶ崎 牛島 伊藤 貫井・稲葉・望月・野沢・高橋

（千葉の会） 
１１ １３８ ８．０% 

27  20 月 日立市役所 日立 牛島 五反田 川井 

 
１２ ４２ ２８．６% 

28  21 火 常陸太田市役所 常陸大

宮 

細谷 仲田  ― ７ ６２ １１．３% 

29  24 金 鉾田市役所 鉾田 山﨑  ― 山﨑（晃）、野沢 ９ ５２ １７．３% 

30 3 10 金 坂東市児童福祉セン

ター 

水海道 福間  ― 福間（明）、野沢 １２ ３９ ３０．８% 

～平成１７年度茨城県骨髄バンクドナー登録会総括～ 

          合計 献血併行型ドナー登録 ４８３名   献血者２２０１名 献血者にしめるドナー登録率２１．９% 

※地区普及広報委員 担当回数：山﨑 ５回、小田倉 ５回、牛島 ６回、細谷 ７回福間 ７回 

～平成１７年度を振り返って～                                         

会員の皆さん、いつも当会活動に積極的にご参加いただき、誠にありがとうございます。 

３月１０日の坂東市登録会を以って、平成１７年度の全３０回の登録会が無事終了いたしました。データ的には

登録者数合計４８３名で対前年比１００名の増加となり、平成１４年度のドナー登録会実施手順による献血併行

型登録会体制のスタート以来４年間で過去最高を記録いたしました。また、献血者に占める登録者の割合や平

均登録者数も過去２年間の低落傾向を挽回して、ほぼ平成１４年度並の好成績を収めることができました。こ

れも偏に県薬務課を始め、各保健所ご担当者の皆様、血液センターの大変積極的なご指導・ご協力の賜物で

あり、心から御礼申し上げますと共に、会員各位の多大なるご尽力にも感謝いたします。こうした登録者数の大

幅増加傾向は全国レベルでも現れて、目標３０万人達成はもう十分視界の中に入ってきており、もしかしたら２

年後の達成も夢ではなくなってきています。来年度も県ならびに各保健所のご尽力で３１回もの登録会が予定

されており、年度始めの計画分は既に実行に向けた取組みが始まっています。今年度以上の登録実績確保に

は会員の皆さんのご協力が不可欠です。「一人でも多く、一刻も早く患者さんの救命に寄与する」を胸に刻み、

でも「気負わず、あせらず、できることから、楽しく」で一歩ずつ活動してまいりましょう。       （牛島英二） 
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ドナー登録者30万人をめざして！ 

1月～３月 茨城県内イベント登録会等報告 

１月５日 ジョイフル本田古河店献血併行登録会 
ドナー登録者数 １４名（受付１５名） 

献 血 者 数 ６３名／受付７２名 

参  加  者 古河保健所 堀米様 

いばらきの会 川井さん 野沢さん 

平成１８年最初の登録会でしたが、あの寒さの中にしては、まずまずの登録者数だったのではないでしょう

か。１月の寒空の下、屋外での小さなテントの中での登録会場にわざわざ足をお運びいただいた登録希望者

の方々には本当に頭の下がる思いでした。 

また今回骨髄バンクに登録したいと直接こられた方が多いことにも驚かされました。 

事前の広報にご尽力いただきました堀米さんに感謝いたします。 

今回も血液センターの方々には献血者の方々に骨髄バンクを勧めていただきました。 

また、相変わらず準備の悪い私にストーブやテントを押さえる重しや風よけのビニールなども貸していただ

きました。ありがとうございました。 

次回はもう少し登録希望の方々に快適に手続きしていただけるよう配慮します。 

参加いただきました皆さん本当にお疲れ様でした。（細谷栄一） 

 
１月３０日 住友金属工業鹿島製鉄所献血併行登録会 
ドナー登録者数 登録８名／受付５名 

献 血 者 数 採血４３名／受付５３名 

参  加  者 潮来保健所 高城様 

 

鹿島コンビナートで最大規模の事業所における初の登録会開催で、好天に恵まれ気温も暖かく会場に足を運

ぶ献血者の伸びが期待されましたが、出足は低調のまま終了しました。 

また献血者の年齢構成も比較的に高かったため、懸命の呼びかけにもかかわらず、登録者数は今年度５回目

の一桁台に止まりました。 

ですが従業員総数は数千人規模の大事業所であり、潜在的献血者数、同登録希望者数はかなり存在するもの

と思われますので、来年度以降も再チャレンジしたいものです。（牛島英二） 

 

２月２日 山新グランドステージ水戸店献血併行登録会 
ドナー登録者数 登録８名／受付１１名 

献 血 者 数  採血８４名／受付１１８名 

参  加  者 水戸保健所 悉知様 

登録推進員   泉田様 

説  明  員 川井さん、野沢さん、林さん 

 

水戸では大き目のホームセンターで献血バス２台での登録会でもあり登録数が期待出来ましたが 

午前中は人の出足もまばらで、登録者も無く心配しましたが、午後から伸び始め結果としてまあまあの登録

数でした。 

この場所での登録会は年に数回開催されているようなので曜日を選べば期待できると思います。参加された

皆様大変お疲れ様でした。（山﨑揚久） 

 

２月３日 ＮＥＣコンピューターテクノ献血併行登録会 
ドナー登録者数 登録８名／受付８名 

献 血 者 数 採血５４名／受付６２名 

参  加  者 筑西保健所 波川様 

いばらきの会  川井さん 野沢さん 

 

この会場での登録会は平成14年にも1度登録会が行われていますので、4年振りの登録会ということになり

ます。 バスも2台ということで期待をしておりましたが、献血者数は最後まで伸びることはありませんでし

た。そんな中、ＮＥＣの今回の登録会の窓口になっていただいた方ご本人が率先してご登録いただきまし

た。事前の広報についてもポスターの掲示や社内電子掲示板の活用などにより社員の方々に告知 
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1月～３月 茨城県内イベント登録会等報告 

 
していただきました。今回登録された方の殆んどが献血からではなく、直接骨髄バンクの登録にお越しにな

りました。また、説明だけを希望された方も2名いらっしゃいました。事前広報の賜物だと感謝いたしま

す。時期と告知の方法を工夫すれば来年もお願いする価値は十分にあるように思いました。      

（細谷栄一） 
 

２月１０日 守谷市役所献血併行登録会 
ドナー登録者数 登録１１名 

献 血 者 数 採血１３８名 

参  加  者 竜ヶ崎保健所 小菅様 

登録推進員   伊藤様 

いばらきの会  貫井さん、稲葉さん、望月さん、野沢さん、高橋さん（千葉の会） 

 

２月２０日 日立市役所献血併行登録会 
登録実績 登録１２名/受付１９名 

献血実績 採血４２名/受付５３名 

参加者  日立保健所 斉藤様 

登録推進員 五反田様 

説明員 川井さん 

  

午前中は日差しもあり暖かでしたが、午後からの降雨で来庁者も少なかったのですが、市職員の方が中心の

登録会となりました。受付数は前回を上回ったものの、血圧や服薬などで不適格となる方が多く出てしまい

ました。会場には井手県会議員（いばらきの会顧問）も献血に訪れて、労をねぎらっていただき、いろいろ

と情報交換させていただきました。 （牛島英二） 

 

２月２１日 常陸太田市役所献血併行登録会 
登録実績 登録７名/受付８名 

献血実績 採血６２名受付/９５名 

参加者  常陸大宮保健所 山田様、赤津様 

登録推進員 仲田様 

 

気温の所為もあってか献血希望であっても採血まで至らなかった方が沢山いました。 

バンクで不適格になった方も普段よりもかなり血圧が高くなってしまったということでした。寒さの所為で

しょうか？また、今回もバンクのホームページからプリントアウトして記入までしてからお出でになった方

が1人いました。骨髄バンクに興味を持っていて質問にこられた方も3名いました。 

潜在的な登録希望者がまだまだいるようですね。当日の告知には限界を感じます。 

事前に登録会のあることを出来るだけ多くの方に知っていただき、当日スムーズ（気持ちの上で）に登録し

ていただけるような方法を考えたいですね。  （細谷栄一） 

 

２月２４日 鉾田市役所献血併行登録会 
ドナー登録者数 登録９名／受付１０名 

献 血 者 数 採血５２名／受付６０名 

参  加  者 鉾田保健所 長州様 

いばらきの会  山﨑（晃）さん、野沢さん 

 

今回で２回目の鉾田市役所での登録会。当日は曇りの底冷えのする寒空で人出が心配されましたが、  

受付時間前からドナー登録希望者が訪れ、今日は期待出ると思いましたが、午前中は献血者もまばらで  

２名の登録、午後から献血者も少しずつ伸び、結果としては９名が登録していただきました。 

職員への登録呼び かけで、何名か登録されている方もおり、なかなか鉾田市職員も見捨てたものではない

と感じました。                              （山﨑揚久） 
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ドナー登録者30万人をめざして！ 

1月～３月 茨城県内イベント登録会等報告 

３月１０日 坂東市児童福祉センター献血併行登録会 
ドナー登録者数 登録１５名／受付１２名 

献 血 者 数 採血５７名／受付３９名 

参  加  者 水海道保健所 鈴木様 

いばらきの会  野沢さん、福間（明）さん 

 

朝から小雨で心配しましたが、うれしい予想はずれで１２名もの方に登録していただきました。 

１５年度の登録会は７名（献血３７名）でしたので大躍進でした。 

理由は坂東市の広報のおかげと、市役所職員の方の登録が多かったことです。    （福間究） 

 

 ～関東甲信越ブロックセミナー参加報告～ 
2月18・19日、埼玉県川越市、湯遊ランド・ホテル三光にて全国骨髄バンク推進連絡協議会主催による

「関東・甲信越地区ブロックセミナー」が行われ、当会より野沢君が参加されました。ブロックセミナーに

は関東甲信越地区の、群馬県、埼玉、千葉、東京、神奈川、山梨の各地区より計29名が集まりました。初

めに各地の登録会実施状況などの活動報告がされ、次に骨髄バンクの現状と今後の推進活動についての議論

が行われました。昨年3月から登録時の検査方法がより詳細に変わったことにより、現在はドナー登録後、

すぐにドナー候補者になる可能性がある現状について、システム上の問題を問う声も多くありましたが、当

面の現場の対応として「まさかこんなすぐに！」とならないために、登録の説明時にしっかりとその旨を伝

えておくべきだということでした。新しい検査方法のせいか、コーディネート中止のお知らせがいく前に次

の適合通知が届くことがあったり、一年の間に同じ方に10回もお願いしたことがあったりしたそうです。

その他、事務局の移転など現在、骨髄バンクが抱える問題を議論しました。翌日は、白血病フリーダイヤル

相談員の不足、或いはドナーサポートダイヤルのＰＲ不足などの全国協議会からの連絡や、特に女性のド

ナー登録者には入院のときのファミリーサポートやエンゼルプランといった支援制度を適宜紹介すべきだと

いった意見、「ボランティアの高齢化」ということで、ドナーリクルートと併せて、ボランティアリクルー

トをどのようにしたらよいかといった議論がされました。会議の後には川越散策ということで、会議参加者

のうち20人ほどと地元の方がガイドとなって市内を歩きました。みなさん熱心にガイドの方が語るその場

所に残る歴史や逸話に聞き入り、ときには質問したりしていましたが、基礎知識のない私にはチンプンカン

プンでした。一つだけ記憶に残ったのが五百羅漢という仏像です。500人の羅漢の中に一人だけ自分と同じ

顔をしているのがいるそうです。今回の研修で、私は始めて骨髄バンクの母、大谷貴子さんにお目にかかり

ました。骨髄バンクを介して移植を受けた患者である私にとって、大谷貴子とは命の女神なんです。深夜の

宴会で登場した大谷さんからは、やはりオーラを感じました。実際よりも何か大きく見えるし、自分に話し

かけていることが信じられない気さえしました。数々の血液患者をその溢れるパワーで救ってきたという大

谷さんの恩恵を、ついに直に受けることができ、私もますます元気になれそうです。（野沢明夫） 

 

 

 

 
 

ぱさぱさにかわいていく心を  

  ひとのせいにはするな  

    みずから水やりを怠っておいて  

 

気難しくなってきたのを 友人のせいにはするな  

  しなやかさを失ったのはどちらなのか  

 

苛立つのを 近親のせいにはするな  

  何もかもへたくそだったのはわたくし 

 

初心消えかかるのを 暮らしのせいにはするな  

  そもそもが ひよわな志にすぎなかった  

コーヒーブレイクコーヒーブレイク 

自分の感受性くらい   

駄目なことの一切を 時代のせいにはするな  

   わずかに光る尊厳の放棄  

 

自分の感受性くらい 自分で守れ  

              ばかものよ  

（平成１８年２月１９日 没 女流詩人 茨木のり子） 
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１．人工血液の開発進む 

２月３日の日経新聞に、医療機器メーカーのテルモが人工血液を開発した、との記事が掲載されていま

した。記事によれば、「開発したのは人工赤血球で、使用期限が切れた輸血用血液からヘモグロビンを

取り出し、微小カプセルで包み込んだもの。赤血球の三十分の一程度の大きさで、生理食塩水に混ぜる

ことで赤血球製剤と同様に輸血できる。輸血後４８時間程度で分解され体外に排出される。患者の血液

型を問わず輸血できるので、慢性的に不足する献血の代替になり、通常の血液は三週間しか持たない

が、人工赤血球は最低六ヶ月は保存できる」とのことです。血液は人工では作れないから献血が必要、

というのがこれまでの常識でしたが、献血に全く依存しないで製造可能ということではなく、献血され

た血液の有効活用という手法ですから、これまで同様に献血の重要性は変らないようです。ですが、慢

性的な血液不足を少しでも補うことが可能となることでしょうから血液難病の患者さんを始め、輸血を

必要とする患者さんのためには実に大きな朗報と言えます。私は献血オタク（現在献血回数１８５回）

でして、多数回献血者として日赤特別社員の称号を持つ身ですが、目標の２００回到達目指してこれか

らもせっせと献血に励むつもりです。 

２．テレビ番組「密着！こども病院２４時」のこと 

２月４日のテレビ朝日で表記番組を見ました。私は通常ＮＨＫしか見ないのですが、他局のこうした

「○○○２４時」というドキュメンタリー番組は別でして、特に医療系のものは必ず見ることにしてい

ます。最近は年齢を重ねる毎に涙もろくなり、ちょっとしたことでもあっけなく涙が出てしまうのです

が、番組中はそれはもう涙、涙の連続で、手に持ったタオルで涙を拭きつつ、こんな自分の姿はとても

家族には見せられないな、なんて思ったものでした。いばらきの会では毎年クリスマス時期に県立こど

も病院を訪問し、入院患児たちに文房具やペンシルバルーンをプレゼントして、辛く苦しい闘病生活を

送る子供たちにほんの一時でも楽しい時間を過ごしてもらえたらと願い、イベントを実施していますが

その時の経験があるだけに、番組の内容がよりリアルに伝わってきました。私がこうした番組を見て涙

を流すことには別の目的があります。日常の会社生活で溜まった様々なストレスが自分の涙できれいに

洗い流されることと、病で苦しむ人々の生の姿を見ることで自分のボランティアマインドのリセットが

できることです。もう一つ、こうした番組を見て毎回必ず思うことがあります。医療の最前線で患者救

命のために日夜献身的に働く医師や看護師たちの姿にはほんとうに頭が下がります。すごいなあ、とて

も自分にはマネなんかできないなあと思いつつ、自分も医者になって患者さんを救う仕事ができたらど

んなにすばらしいことだろうといつも思うのです。（牛島英二） 

いばらきの会事務局とは・・・？ 
 

 

昨年からいばらきの会の新しいメンバーも増えてまいりました。そこで今回事務局長の山﨑さんより事務

局っていったいどう言うところ？ってところを紹介してもらいましょう！ 

 

事務局長の山﨑です。当会の事務局は普段どんな事をやっているか簡単に紹介したいと思います。 

場所は皆さんご存知のとおり、鉾田市の旅館「くるみ屋」の事務所と兼務していてパソコンやファックスも

くるみ屋の物を使っています。事務局では骨髄移植推進財団、県薬務課、各保健所、イベント関係のとりま

とめをし、お知らせや情報を皆さんへお伝えしています。会報は、小田倉さんが編集して、牛島会長の

チェック後、沖電気様から寄贈されたプリンターで印刷し、封筒にラベルを貼り、最近では送料の少しでも

お得な佐川急便のメール便を利用して発送しています。時々、メールや電話でドナー登録、治療方法、悩み

など骨髄バンクに関する質問、相談などが寄せられ答えられる範囲でお答えしていますが、時々難解な質問

もあり、悩んだり困ることもあります。物品の購入や管理もしペンシルバルーンやテント、のぼりなど登録

会などに使用する物品等が保管されてます。事務局も皆さんと同じで、自営の旅館業もしながらですから至

らない点も数多いと思います。こうした方がいい、あーすればいいなど、ご意見をお寄せ頂ければ出来る範

囲で改善したいと思います。これからもよろしくお願いいたします。 

 事務局長 山﨑揚久 
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編集後記 皆さん平成１７年度の登録会やイベントへの参加お疲れさまでした。 

来年度もこのように引き続き好調であることを願いたいものですね。 

ところで、会報の中で色々なイラストを使っておりますが、Hana House  URL：

http://www.hanahouse.net/ 様よりお借りしております。（会報編集担当 小田倉孝

  日本骨髄バンク骨髄提供希望者(ドナー)登録者数：２４０,０８３人（県内４,６９９人） 

  骨髄移植希望者（患者数）：３,２０３人（海外１，６９６ 県内４５人） 

バンクを通じての移植例数：７,１４７例（海外１４４県内移植数１３８例、県内採取数１２６例） 

(２００６年２月末現在） 

（財）骨髄移植推進財団 ホームページ http://www.jmdp.or.jp 
  ドナー登録についてのご質問・お問い合わせは 

財団フリーダイヤル 0120-445-445 または ドナーズネット http://donorsnet.net まで 

ドナー登録は１８歳から５４歳までの健康な方ならどなたでも登録ができます。１人でも多く

の皆様の御協力をお願いいたします。また、骨髄移植推進財団ホームページからも事前のお申

し込みが可能となりました。ドナー登録についての詳しい説明もございますので是非ご覧くだ

さい。http://www.jmdp.or.jp/ 

心のこもったご寄付をありがとうございました。（2005.10.1～2006.3.31） 
鈴木茂、由美子様5,000円/佐藤朗様3,000円/菊池玲江様8,000円/大屋隆子様8,000円 

松園茂樹様8,000円 （一部の方は会費２，０００円を引いた金額を表示してあります） 

新年度年会費納入は郵便振替および総会時にお願いします。 
骨髄バンクのボランティアを応援してください！ 

 骨髄バンクを支援するいばらきの会では、茨城県内で骨髄バンクの普及啓発をボランティアで行っています。 

活動資金は皆さまの善意の寄付によってまかなわれています。ボランティア活動への応援をお待ちしております。

郵便振替口座名義：00110-3-127575 加入者名義：骨髄バンクを支援するいばらきの会 

平成18年度 総会のご案内 

日時：平成１８年４月１５日（土） 

（翌日かすみがうらマラソン献血併行型登録会） 

場所：旅館 くるみ屋 食堂 （いばらきの会事務局）  

日程：１４時３０分   集合、資料綴じ込み準備 

  １５時～１５時３０分 総会  

  １５時３０分～１６時 会長報告＆意見交換  

  １６時～１７時３０分 いのちのアサガオ袋詰め  

  １７時３０分～１８時３０分 ペンシルバルーン講習会 

  １９時～           夕食会 

会費：総会のみの参加の方は無料 夕食会参加の方 

3,000円 宿泊夕食付の方 4,500円 宿泊夕朝食付の

方 5,000円 金額は税込 

参加の方は事務局までご連絡下さい。 

いばらきの会 新キャラクター発表！ 

当会の新しいキャラクターが決まりました！骨髄くん。→ 

ハルミンさんのイラストはほのぼのとした雰囲気が良く出ていてとても心が和みます。作者はプロのイラストレーター浅生

ハルミンさん。ハルミンさんは当会の細谷さんのお知り合いで、多忙な中、ボランティアで協力していただきました。感謝

いたします。これからは骨髄くんにがんばってもらいますよ～。まずは骨髄くんのイラストを使用したポケットティッシュを

作成する予定です。 
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新年度の献血併行型登録会 

 新年度になり、献血併行型登録会の予定がでました。今年度も30回を超える多くの登録会が予定されてお

り、ひとりでも多くのドナーに登録していただくには皆さんの協力が必要です。出来る範囲で結構ですので日

程をあわせてご参加下さい。 

※実施日程や場所は変更になる場合があります、参加についてや実施時間などの問い合わせは事務局まで

ご連絡下さい。 

 

 
平成１８年度茨城県骨髄バンクドナー登録会予定 

NO 月 日 曜日 会場名 担当保健所 地区普及広報委員 

1 
4   

12 水 ＮＴＴ水戸分会（ＮＴＴ水戸茨城支店） 水戸 山﨑 

2 16 日 かすみがうらマラソン会場 土浦 小田倉 

3 

5           

9 火 ジョイフル本田荒川沖店 土浦 小田倉 

4 13 土 
つくば献血ﾙｰﾑ（つくばﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ) つくば  福間 

5 14 日 

6 19 金 
キャノン取手事業所 竜ヶ崎 牛島 

7 26 金 

8 31 水 筑波大学 つくば 福間 

9 

6       

7 水 筑波研究学園専門学校 土浦 小田倉 

10 15 木 下妻市役所 水海道 福間 

11 23 金 鹿嶋チェリオ・ジャスコ 潮来 牛島 

12 29 木 原研那珂研究所 常陸大宮 細谷 

13 
7   

24 火 三菱化学鹿島事業所 潮来 牛島 

14 28 金 NECコンピュータテクノ 筑西 細谷 

15 

8     

24 木 陸上自衛隊勝田駐屯地 ひたちなか 細谷 

16 26 土 
つくば献血ﾙｰﾑ（まつりつくば)  つくば 福間 

17 27 日 

18 

9         

7 木 水戸経理専門学校 水戸 山﨑 

19 12 火 ベイシア玉造店 鉾田 山﨑 

20 14 木 日製情報制御システム事業部 日立 牛島 

21 15 金 八千代公民館 水海道 福間 

22 28 木 結城市公民館 筑西 細谷 

23 
10   

7 土 
笠松運動公園（県民まつり） ひたちなか  

24 8 日 

25 
11   

10 金 かわねやフェスタ店 常陸大宮 細谷 

26 12 日 日立市産業祭 日立 牛島 

27 12 25 月 イトーヨーカドー 古河 小田倉 

28 

1     

5 月 ジョイフル本田古河店 古河 小田倉 

29 18 木 竜ヶ崎保健所 竜ヶ崎 牛島 

30 29 月 総合福祉センターゆうゆう館 水戸 山﨑 

31 2 19 月 行方市麻生福祉センター 鉾田 山﨑 

※地区普及広報委員 担当回数：山﨑 ５回、小田倉 ５回、牛島 ７回、細谷 ７回、福間 ７回 

※以上の予定はすべて献血併行型ドナー登録会です。 

細谷  


